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イベント報告

『信濃川大河津分水 あんなこと！こんなこと！』

新連載
タイトル決定

９月15日に信濃川大河津資料館の来館者が100万人目を突破しました。

開館して44年目ですが、30万人を超えたのは９年目です。開館10周年には記念品が製作され、

35万人目ではなく、信濃川の長さ367,000ｍに因んで、367,000人目の来館者となった中之島の

小学生の皆さんに贈呈されました（写真：記念品 ハサミ、定規、蛍光ペン、シャーペン、ボー

ルペンのセット）。

来館者のペースは初期より落ち込んでおり、５年ほど前に新潟市内の小学校の校長先生にお話

を伺ったときに、子供たちを毎年資料館に連れて行きたいが、課外授業の対象や選択肢が増える

一方、予算は減っており、バスの借り上げにも四苦八苦しているとのことでした。令和の大改修が進められる中

通水100周年を迎え、資料館の設置目的である「大河津分水路が建設された歴史、分水路の改修を進めるために

その目的や効果を一般にＰＲする」ことが一層重要になっております。より多くの皆さんに来館していただける

よう友の会も尽力してまいります。 （文責：岡村 幸弘）

9月15日に昭和53(1978)年の開館以来、信濃川大河津資料館

の来館者が100万人に達成しました。通水100周年の記念の年に、

100万人達成とおめでたい一年になりました。記念すべき100万

人目の来館者は見附市立葛巻小学校4年生の皆さんです。記念

のくす玉を割ってお祝いしました。

記念品には信濃川河川事務所からデコボコマップ、タオル、

通水100周年記念シール、缶バッチ、堰カード。友の会からは

100万人記念版しおり、ポストカード。これらの品々のセット

を生徒の皆さんに贈呈しました。

来館者数１００万人達成！！

【資料館のあゆみ】

昭和53(1978)年10月28日に開館。開館当時は1階と2階の一部が資料館、2階と3階が大河津出張所でした。

その後、洗堰改築工事に伴い、大河津出張所は平成12(2000)年までに現在の位置に移転し、資料館は旧庁舎

の外観をそのままに平成14(2002)年4月18日に全館資料館としてリニューアルオープンしました。

夏のお茶を楽しむ会～冷やし抹茶でもてなし～

○期 間：令和４年8月27日(土) 10：00～12：00

○参加者数：１１０名

○会 場：信濃川大河津資料館４階展望室

友の会設立以来初となる夏のお茶会は、通水100周

年の記念『大河津分水サンクスフェスタ 百寿おたん

じょう会』(主催：燕市・信濃川河川事務所等）の中のイ

ベントで開催しました。春と

は違い冷たいお抹茶と涼やか

な寒天菓子を浴衣姿のスタッ

フがおもてなしをしました。

冷抹茶は苦みが強くなく、ま

ろやかな味なので、お子さん

も喜んで飲んでくれました。

100周年缶バッチをデコレーション

○期 間：令和４年８月11日(木・祝)～14日(日)

○参加者数：５０名

○会 場：信濃川大河津資料館１階受付

大河津分水通水100周年を
記念して作られた記念缶バッ
チを自分好みにデコレーショ
ンして楽しんでもらおうと企
画したイベントには、お子さ
んやお孫さんを連れた家族連
れの方が多く来てくれました。
自分の好きなリボンを組み合
わせてオリジナル缶バッチの
完成！楽しんで作ってくれて
良かったです。



第４回資料館周辺まちあるき～通水100周年を迎えた大河津分水～

○期 間：令和４年９月10日(土) 10：00～12：00

○参加者数：１０名

○コース：資料館 → 信濃川補修工事竣功記念碑 → 旧可動堰 → 信濃川治水紀功碑 → 旧洗堰(下) → 大河津分水

工事殉職之碑 → 洗堰 → 魚道観察室 → 大河津出張所操作室 → 旧洗堰(上) → 資料館

○ナビゲーター：岡村 幸弘さん

石碑や堰を巡る約３kmのまちあるきは少し暑さはありましたが、天候に恵まれ

心地よくウォーキングすることができました。まちあるきでは初めての魚道観察室

と操作室を見学しましたが、残念ながら魚道で魚を見ることは出来ませんでした。

操作室は外から中の様子を見学。岡村さんが２つの堰をどのように操作しているか

等を詳しく説明してくれました。参加者の皆さんは24時間365日水量コントロール

していることや、今と昔の機器の変化等を熱心に質問を交えながら聞いていました。

第５回資料館周辺まちあるき～祝通水100周年！秋の大河津分水歴史探訪ウォーキング～

○期 間：令和４年10月16日(日) 13：30～16：00

○参加者数：３名

○コース：資料館 → 信濃川補修工事竣功記念碑 → 旧可動堰 → 自在堰跡 → 可動堰 → 信濃川治水紀功碑 → 

洗堰 → 大河津分水工事殉職之碑 → 旧洗堰 → 資料館

○ナビゲーター：氏田 公基さん

燕三条まちあるき（主催：燕三条プライドプロジェクト ツーリズムグループ）

の秋は３名の方にご参加いただきました。初めに資料館で開催していた特別展の

石碑拓本展を見てから実際の石碑をいくつか巡りました。天気も良く、ウォーキ

ングにちょうど良い気温だったので、予定には入っていなかった現在の可動堰ま

で歩くことにしました。間近で見る堰の迫力に驚いていらっしゃいました。その

後、新旧の洗堰を見て終了。心地の良い散策となりました。「案内していただけ

てよく分かりました」と喜んでいただけました。

水辺の生き物観察会

○期 間：令和４年①８月６日(土)②９月17日(土) ９：30～11：30（７月23日(土)は雨天により中止）

○参加者数：①２５名 ②２１名

○場 所：大河津分水公園 体験水路
夏の1回目の生き物観察会は天候により中止になりま

したが、2、3回目は無事開催することができました。

体験水路は自然の川に近い人工水路なので、コンク

リートで固められた水路とは違います。なので、砂や

泥が溜まっている川底は初めての子にはなかなか勇気

がいるようで、恐る恐る川に入っていました。慣れて

くると網を使って魚を捕まえ、休憩時間になっても、

川から上がってこないほど楽しんでいました。

共催：NPO法人水環境技術研究会・LoveRiverNet

日帰り県内河川探訪～清津峡と苗場山麓ジオパーク～

○期 間：令和４年９月12日(月) ８：30～17：15

○参加者数：２７名

○行程：大川津ふれあいセンター → 清津峡渓谷トンネル → 昼食 味処大平 → 龍ヶ窪 → マウンテンパーク津南

展望台 → 宮中取水ダム → 道の駅「クロステン十日町」→ 大川津ふれあいセンター

○ナビゲーター：小川 幸雄さん（大地の会）

新型コロナウイルスの為、2年中止となっていた県内河川探訪をようやく実施す

ることができました。会員の皆さんも大変楽しみにしていました。ナビゲーター

には長岡市越路の「大地の会」で地形地質を研究されている小川さんに解説して

いただきました。説明していただいたことで、なにげなく見ていた風景の見え方

が全く変わり面白かったです。展望台からの眺めは絶景で、こんなに晴れて広範

囲景色が見えることは珍しいということでしたので、ラッキーでした。

★県外河川探訪は中止させていただきました★
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第２回信濃川大河津資料館友の会講演会

○期 間：令和４年10月15日(土) 14：00～16：15

○参加者数：９０名

○会 場：燕市分水公民館１階大ホール

○講 師：国土交通省北陸地方整備局 河川部長 安達 孝実 氏

株式会社 村尾技建 技師長、理学博士 鴨井 幸彦 氏

昨年度、新型コロナウイルスにより延期となった友の会講演会を開催し、地

域の方が多くお越しくださいました。通水100周年の大河津分水と通水50周年

の関屋分水を中心に、信濃川の治水の歴史から現在の取り組みについてを安達

河川部長よりお話をしていただき、鴨井さんからは地質の観点から越後平野や大河津分水の恩恵と影響等を、
お話しいただきました。「とても興味深い内容で面白かったです」と参加者の方から感想をいただきました。

大河津改修現場見学会

○期 間：令和４年10月24日(月) 13：00～15：30

○参加者数：２６名

○行 程：資料館 → 右岸堤防浸透対策及び分水ほ場整備 → にとこみえ～る館 → 右岸見学スペース（泊地・新

野積橋）→ 山地部掘削 施工現場（新第二床固改築現場含）→ 資料館

最新の工事現場を見学できる人気の改修現場見学会には、定員を超える参

加者が集まり、バス２台で令和の大改修を視察してきました。信濃川河川事

務所 計画課長 若杉さんと岩川さんよりご案内をいただき、それぞれの現場

の状況をお聞きしました。今しか立つことができない場所で見下ろす第二床

固は迫力がありました。山地の頂上の砂地や寺泊地層と呼ばれる幾重にも層

になっている断面を見て、友の会講演会の鴨井さんがお話してくださった内

容を思い出しました。実際に現地で自分の目で確認することができ、大変勉

強になりました。若杉さん、岩川さん、お忙しい中ご対応いただき誠にあり

がとうございました。

大河津分水通水100周年記念イベント

大河津分水通水100周年を記念して８月25日・27日の２日間で様々なイベントが開催されました。その一部をご紹介します。

通水日の25日にはセレモニーが開催さ
れ、信濃川沿川市町村長等からメッ
セージ記入と記念撮影が行われました。

27日の大河津分水サンクスフェス
タには5,000人を超える方々が来
場しました。(ステージイベント
にて)

25日、分水小学校の皆さんによる
メッセージ灯篭が旧洗堰に並べられ
点灯されました。

8月20日～28日の期間、洗堰・新旧可
動堰がライトアップされました。

27日の大河津分水サンクスフェ
スタでは友の会が『夏のお茶を
楽しむ会』を開催。

氷水で点てた、ひ
んやりお抹茶と、
可愛らしい寒天菓
子を添えて。

写真：信濃川大河津資料館HPより

写真：信濃川大河津資料館HPより

⇨27日に通水100周
年を記念して燕大花
火大会が分水路河川
敷で開催されました。

友の会は設立20周年のメッ
セージ花火を打上げました！
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イベント参加される皆様へ
※新型コロナウイルス感染症の状況により、急きょ中止になる

場合がありますので、お出かけ前に友の会ホームページをご確

認ください。

※体調が悪い、熱があるなどの方はご遠慮くださいますようお

願いいたします。検温・マスク着用・手指消毒等の感染予防対

策にご協力ください。

信濃川大河津資料館友の会
設立20周年

大河津分水通水100周年2022年

【事務局連絡先】
〒959-0123 燕市大川津1215-7
【TEL】080-9876-3683（事務局）
【FAX】0256-97-3682
【Mail】ohkouzu_tomonokai@yahoo.co.jp
【ホームページ】https://ohkouzu-tomo.org/
【Facebook】

https://www.facebook.com/ohkouzuTOMO/

イベント情報

理事・監事の皆様へ

令和４年度 第２回理事会を開催します

理事・監事の方はご出席をお願いいたしま

す。事務局よりご案内をお送りいたしますの

で、出欠席のご連絡をお願いいたします。

▶日 時：令和４年12月10日(土)

13：00～14：30
▶会 場：分水福祉会館

河川文化講演会

昭和２年から６年にかけて行われた信濃川補修工事の竣功を記念して建てられた『信濃川補修工事竣功記念
碑』に込められた思いや、銘板に刻まれた言葉と背景に描かれている絵について、会員の小田切さんが読み解
きます。一般公開の講演会ですので、会員以外の方も聴講可能です。（事業部）

▶日 時：令和４年12月10日(土) 15：00～16：00
▶会 場：燕市 分水福祉会館（燕市上諏訪10-13）
▶定 員：６０名程度
▶演 題：『補修工事竣功記念碑に探る青山 士の思い』
▶講 師：小田切 俊雄さん（友の会会員）
▶参加費：無料
▶申込み：12月９日(金)までに事務局へお申込みください。

石碑は大河津分水公園
内にあり、石碑正面は
分水路を向いています。

企画展「友の会会員作品展」

昨年度は資料館が工事中だったので開催できなかった作

品展を今年度は開催します。そこで会員の皆さんから作品

を募集します。書道、絵画、手芸など、作品の種類は問い

ません。たくさんの作品をお待ちしています。出品してく

ださる方は、まずは事務局へご連絡ください。

【作品展】令和５年２月～３月

信濃川大河津資料館２階にて開催

期間中、ギャラリーカフェを併設する予定です。

大募集

石碑に関する資料の他、石碑に刻まれた建立

の背景なども紹介されています。

◇期間：令和４年10月４日(火)～11月27日(日)

◇会場：信濃川大河津資料館２階

企画展「大河津分水の石碑」

信濃川治水紀功碑の文字を
書いた比田井天来の「王維
の詩」を展示

昭和６年に描かれた信濃川補
修工事竣功記念碑の設計図

大河津分水通水100周年を記念して開発・販売

されたグッズを展示・紹介されています。

◇期間：令和４年10月４日(火)～11月27日(日)

◇会場：信濃川大河津資料館１階

大河津分水通水100周年記念グッズ展

通水100周年記念ロゴの入った商品や、大河津分水をイメー
ジしてつくられた品々。貴重な作品や販売中のグッズもあ
ります。

信濃川大河津資料館インフォメーション
写真：信濃川大河津資料館HPより
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